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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長：日比野 万喜男 

■幹 事：稲 垣 圭 次 

■会報委員長：梅 田 佳 和 

第２７８４回  例  会 （Ｒ１．５．１４ 火 雨 ☂ ） 

点 鐘 日比野 万喜男会長 

R . S 我等の生業 四つのテスト 

ビジター ☆米山奨学生 ホリヨロブ エルヨール様 

幹事報告 稲垣 圭次幹事 

１）下記クラブは法定休日又は定款による休会又は 

クラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

名古屋空港 5月20日(月) 愛知長久手 5月21日(火) 

瀬 戸 北 5月21日(火) 尾 張 旭 5月24日(金) 

岩 倉 5月21日(火) 岩 倉 5月28日(火) 

名古屋城北 5月21日(火) 名古屋城北 5月28日(火) 

下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

各 務 原 5月15日(水) (例会時間変更(夜間)) 

名古屋東南 5月22日(水) 
(名古屋熱田 RAC 

合同夜間例会) 

江 南 5月23日(木) (創立記念日例会(夜間)) 

可 児 5月23日(木) 

(親睦旅行) 
※5月より受付場所が 

変更になっている為注意 

津 島 
5月24日(金) 

→ 5月26日(日) 

(家族例会 
日帰り旅行) 

出席報告（塚原義成副委員長） 

出席率 88.00％ 

会員 56 名 出席 44 名 欠席 12 名 

欠席者 松平實胤君 野村憲治君 小田漠己君 

髙橋秀治君 谷定貴之君 山本幸夫君 

前例会の修正(5/7 分) 

河田敏和君(4/25 江南 RC)真野健二君(4/24 各務原 RC)

松平實胤君(5/10 水戸南 RC)小田漠己君(5/9 一宮 RC)

岡田雅隆君(4/28 第 7 回全国 IA 研修会)宇佐美芳樹君

(5/9 一宮 RC)山田直廣君(5/8eCLUBONE)  

以上 84.31％を 98.04％に修正 

祝 福（松山基邦委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 中村 大輔君  5 月 19 日 

 

 

 

 

 

 

ニコボックス（小川保利委員長） 

日比野万喜男君  次年度役員理事の皆様、地区研修･協議

会のご報告、よろしくお願い致します。 

（同文にて）小川嘉吉君 稲垣圭次君 鈴木一成君 

安達英昭君 米山奨学生 ホリヨロブ エルヨールさ

んのご来訪を喜んで！ 

（同文にて）福冨孝弘君 埴田惣一君 原正男君 

日比野良太郎君 平林米司君 井川光雄君  

板津英基君 伊藤和幸君 加藤浩一君 

河田敏和君 兒玉寿君 近藤斉宏君 

近藤俊也君 真野健二君 松山基邦君 

中村大輔君 丹羽敬昇君 野倉達雄君 

小川誠君 小川保利君 岡田雅隆君 

奥村正幸君 大澤渡君 大島匡博君 

祖父江寿男君 田中進一郎君 塚原義成君 

梅田佳和君 山田直廣君 山根雄司君 

安田一生君 安田新平君 谷津義雄君  

 
会 長 挨 拶（日比野万喜男会長） 

 

 皆さん こんにちは。 

 まず、本日のお客様を紹介させていただきます。 

米山記念奨学会奨学生ホリヨロブ・エルヨールさんで

す。後程、プロフィールの紹介、奨学金の贈呈、ご挨

拶をしていただきます。よろしくお願い致します。 

 先週木曜日 5 月 9 日に、分区外交流の一環として、

田中進一郎研修委員長の引率で、新会員 7 名の方が一

宮 RC でメーキャップをしていただきました。大変勉

強になったと聞いています。田中委員長には、大変ご

足労をお掛けしました。感謝致します。 

✿✿ 

 お誕生日 

 おめでとうございます！ 

✿✿ 
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 そして一昨日、5 月 12 日の日曜日、愛知ロータリー

E クラブの創立 5 周年記念式典がキャッスル・プラザ

で開催され、稲垣幹事と共に出席して参りました。村

井ガバナーも出席され、どんな式典になるのかと興味

がありましたが、卓話、ニコボックス、新会員入会式

のある普通の例会のような式典でした。ただ、祝宴は、

会員の手作りで、簡素で楽しく、普段顔を合わせるこ

とのない会員の努力を伺うことのできるものでした。 

 また、今日は後程、4 月 14 日に開催されました地区

研修・協議会に出席されました皆さんに各分科会の報

告をしていただきます。よろしくお願い致します。 

 さて、今日は、その地区研修・協議会の報告に関連

しまして、ロータリーの世界で重要な情報がどのよう

にして伝達されて行くのかという基本的な仕組みにつ

いてお話しさせていただきます。 

 まず、1 月に国際協議会（International Assembly）

が開催され、RI 会長エレクトが全世界から集まった 

500 名を超えるガバナーエレクトに対して、次年度の

RI テーマを始めその年度の基本的な方針を伝達しま

す。そして、その国際協議会で教育を受けたガバナー

エレクト達は、各地区に戻り、今度は、地区協議会 

（District Assembly）において、国際協議会で受けて

来た情報を地区内のクラブ会長並びにクラブ幹事に伝

達します。現在の地区協議会は、地区研修・協議会と

いっています。そして、その情報について協議会で次

年度の方針等を協議したクラブ会長・幹事は、今度は

各クラブに戻りまして、クラブ協議会（Club Assem-

bly）を開いて、その情報をクラブの会員に伝達します。

このようにして、最初、国際協議会で起こったロータ

リーの基本的な情報が、国際協議会、地区協議会、そ

して最後はクラブ協議会の順序で伝達されていく訳で

あります。これが協議会、即ち、Assembly というも

のの基本的な流れであります。 

 しかし最近の地区協議会には、クラブ会長・幹事の

ほかに、クラブの重要な奉仕の委員長も参加していま

す。これは、会長・幹事による情報の伝達を確実にす

るためにクラブの各奉仕委員長にも地区協議会に出席

して貰おうという便宜的な措置でありまして、原則的

には、クラブ会長・幹事だけが地区協議会に出席すべ

きものであります。何故かと言いますと、国際ロータ

リーの会員は各ロータリアンではなく、各クラブであ

りますから、各クラブの代表権者である会長・幹事と

国際ロータリーの地区内におけるただ一人の役員であ

るガバナーとが協議するのが地区協議会だからであり

ます。クラブ会長・幹事以外のクラブの各委員長や一

般のロータリアンは、国際ロータリーとは何の関係も

ないのでありますから、国際ロータリーの組織である

地区協議会に出席するのは原理的にはおかしいのであ

ります。ただ現在は、地区研修・協議会として、各委

員長も出席してロータリー知識を学ぶ場にもなってい

ます。しかし、本来、地区協議会というのは、ガバナ

ーとクラブ会長・幹事だけの協議の場であったという

ことであります。 

 以上が、ロータリーにおける情報伝達の基本的な流

れでありますが、これら情報の伝達が奉仕の源泉とな

っていく訳です。次年度の RI テーマは、「ロータリー

は世界をつなぐ」であります。本日は、地区研修・協

議会の情報を後程の報告で会員の皆さんに確実につな

いでいただければと思います。    

以上、本日の会長挨拶と致します。 

 
次年度地区出向者委嘱状の伝達式 

○地区青少年奉仕委員会 委 員 長 岡田 雅隆君 
 WFF 実行委員会 副委員長 〃 
 地区危機管理委員会 委  員   〃 
 地区学友委員会 委   員   〃 

 

益々のご活躍をお祈り申し上げます！ 

 
2019 学年度ロータリー米山奨学生受け入れ 
◇委嘱状伝達式 

（真野健二米山記念奨学会委員長） 
＊犬山ロータリークラブと中村カウンセラーへ 

 

◇米山奨学生紹介（中村大輔カウンセラー） 
【名前・生年月日】 

ホリヨロブ エルヨールさん（1993年10月14日生 (25歳)） 

＜ 国  ＞ ウズベキスタン 

＜学 校 名＞ 名古屋経済大学 

＜課 程 ／ 専 攻＞ 学部課程 ビジネス法専攻 

◇奨学金授与 
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◇ホリヨロブ エルヨールさんご挨拶 

 
皆さん、こんにちは。私は名古屋経済大学法学部 

3 年のホリヨロブ エルヨールと申します。エルヨール
と呼んでください。 

まずは、ロータリー米山奨学金の奨学生として選ば
れたことに、本当に心より感謝の気持ちを申し上げま
す。 

私はウズベギスタン出身で日本に来て 3 年以上にな
ります。日本に来たきっかけは中学生の時、空手をや
りまして日本に興味を持ちました。現在、大学で法律
の専門科目などに力を入れて勉強しているとともに、
地域の様々な活動に積極的に参加しています。RC の
ボランティアなどにも積極的に参加して、楽しみたい
と思っています。よろしくお願い致します。 

 
その他委員会報告 
◎ロータリー研修委員会（田中進一郎委員長） 
他ロータリークラブでの例会を勉強するため一宮ロ

ータリークラブを訪問し例会に参加してきました。 

日 時：2019 年 5 月 9 日（木）12：30～ 

参加者：入会 3 年未満の会員 7 名 引率：田中委員長 

◎社会奉仕委員会（藤井友喜委員長） 
 春の交通安全県民運動にてシートベルト・チャイル
ドシート関所の開催 

日時：5 月 16 日（木）9 時 30 分～ 

場所：犬山市民文化会館前 ※メーキャップ対象 

 
2019～2020 年度のための地区研修・協議会報告 

（加藤浩一次期幹事） 

◎第 1 分科会 山根雄司 次期会長 
テーマ：グローバルに考え 地域社会とつながり 

 ロータリーを成長させよう 

 

去る 4 月 14 日（日）ホテルナゴヤキャッスルにお

いて、豊川宝飯ロータリークラブがホストの下、2019

-20 年度地区研修・協議会が開催されました。 

伊藤ガバナーエレクトのロータリー100 周年の鐘、

点鐘に始まり、本年度、村井総一郎ガバナーが簡単な

挨拶を終え、ホストクラブ会長の柴田浩志会長が歓迎

の言葉を述べられました。 

 続いて伊藤ガバナーエレクトが所信を述べられま

したが、まず、国際ロータリー マーク・ダニエル・

マローニー会長はロータリーのテーマを、‘ROTARY

 CONNECTS THE WORLD’「ロータリーは世界

をつなぐ」としロゴマークも発表しました。 

中心に青い丸が地球を表し、周囲に人のロゴ、4 色
の人種を表し、上下左右の人のロゴが東西南北に配置
されていて世界をつないでいます。 

 

これをふまえて、伊藤ガバナーエレクトは、地区ガ
バナー方針として「グローバルに考え、地域社会とつ
ながり、ロータリーを成長させよう」 

「私たちロータリアンは世界や、地域社会や自分自
身の中で持続可能な良い変化を生むために人々が手を
取り合って行動する世界を目指しています」 

ロータリーを成長させる方法として『つながり』が
あります。『つながり』がより大きくなれば、地域社
会へのインパクトも大きくなります。その為には従来
のロータリークラブの既成概念を抜け出す多様性と柔
軟性で適応力を高めていかなければなりません。 

ビジネスにおける例えを Apple 社の繁栄と Kodak

社の衰退についてわかりやすく説明していただきまし
た。ロータリーは Apple 社でなければならないと説明
されました。 

≪活動指針≫ 

○各クラブで例会と奉仕の在り方を見直す。 

 ・今年から始まる 5 年間の RI 戦略計画を理解し 

行動する。 

 ・変化を受け入れる為のビジョン、スキル、メリッ 

ト、等行動計画を作成する。 

 ・各クラブのホームページを戦略的に見直して、 

『つながる』ロータリーを意識する。 

 ・持続的革新のために、オンラインツール、リソー
スを活用する。 

○会員増強と退会防止 

・クラブの会員の年齢構成から 10 年後、20 年後の 

年齢構成を想定して、クラブが持続可能で輝ける
かを考え、50 歳未満の会員の入会を促進する。 

 ・地域とのつながりを強め、女性会員の入会を促進
する。 

・退会防止の為、例会のあり方、工夫した例会、革
新的柔軟性を取り入れ、『つながり』を大切にす
る。 

○ポリオ撲滅への貢献 

・ポリオ撲滅のための募金活動を奉仕に取り入れ地
域社会とロータリーをつなげる。 

 ・WFF に参加し、公共イメージ向上につなげる。 

○その他として、ロータリー賞への挑戦や、国際大会
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（ハワイ、ホノルル）への参加。 

以上のような内容で伊藤ガバナーエレクトが所信表
明をされました。 

その後、名古屋清須ロータリークラブの地区大会、
実行委員長の江川委員長から 11 月 9 日～10 日開催さ
れます地区大会の案内があり、記念講演には元大阪府
知事、前大阪市長の橋下徹氏から講演をいただきます
ので、ぜひ出席をお願いしたいとのことでした。 

また、今回の地区研修・協議会では、本会議で「特
別講演」としてロータリー公共イメージコーディネー
ター第 2610 地区富山石川地区柳生パストガバナーか
ら「いま、なぜ公共イメージと認知度の向上か」と題
して講演をいただきました。 

2017 年採決されたロータリーのビジョン声明では、
「私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、自分
自身の中で持続可能な良い変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指しています。」と、
発表しましたが、ここ 14 年間でクラブ数は 15％増え
ているが、会員数は横ばいであります。公共イメージ
の重要性を考えると会員の増強は不可欠で、それぞれ
の会員がつながりながら行動しなければ達成できませ
ん。私たちの特色を明らかにして、提供できる価値は
何かを、伝え続け変化に対応していくロータリークラ
ブでなければいけない。と 特別講演をいただきまし
た。 

参考ですがロータリーの世界での認知度は上位から、
インド、ナイジェリア、台湾 95％、ブラジル、オース
トラリア 85％、と続きますが日本は 58％だそうです。 

その後第 1 分科会に出席し、初めに、伊藤ガバナー
エレクトより再度、地区方針について説明があり、ロ
ータリークラブは、人づくりでクラブ会長のより一層
のリーダーシップを望みます。又、50 歳以下の会員の
拡大と、女性会員の拡大をして、現在 4,931 名の会員
を 5,000 名にしたい。各クラブの会長は、そのビジョ
ンを実行に移していただきたい。と、述べられました。 

次期地区拡大，WFF 実行委員長の神野重行パストガ
バナーは、2760 地区の会員数を 5,000 名を目指して拡
大をしてほしい。 

又、第 7 回 WFF の会場で、自例会を変更して例会
の開催をしてほしい。 

また、分区ごとのブースを設営して、それぞれのク
ラブが、積極的に出店をしてほしい。 

WFF の収益は現在、東南アジアの地域の水、トイレ、
教育支援、ポリオ撲滅に貢献しています。その為の資
金として、企業広告の協力や、チケットの購入を各会
員にお願いしたい。との報告がありました。 

次期地区会員増強の澤田文雄委員長からは、地区の
会員数が 4,931 名で内女性会員 246 名、約 5%ですが、
目標会員数 5,000 名、内女性会員 300 名 6％を目指し
て拡大をしていきたい。 

 ロータリーの魅力は、仲間、生涯の友づくり、異業
種交流の場であります。会員増強計画を立て、5、10、
20 年後のクラブを見据えて、質の高い奉仕を実践し、
又、会員どうしの気配りや、目配りを強く持って魅力
あるクラブの伝統を作っていってほしい。と述べられ
ました。 

 次期地区危機管理委員長神戸邦夫委員長からは、セ
クハラ事件のことや、3.11 東日本大震災時の青少年交
換留学生の対処等のお話がありました。 

地区研修協議会のまとめとして、伊藤ガバナーエレ
クトより挨拶があり、次期ホストクラブ大府 RC 加藤
正俊会長から、挨拶があり 長かった地区研修協議会

は、閉会を迎えました。 

その後、「和ダイニング ARATA」に場所を移して、
地区研修協議会出席者と懇親を深めました。 

以上で地区研修・協議会報告を終了いたします。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 2 分科会 松山基邦 次期副会長 

テーマ：クラブをより一層強化しよう 

 

プログラム
分科会

役職
役　　職 氏　　名

クラブでの
会員研修について

L 次期地区研修委員長
早 川　　和 男

（名古屋東山）

クラブ奉仕それぞれの
役割について

AL 次期地区研修委員
日比野万喜男

（犬山）

クラブ奉仕について DGN ガバナーノミニー
岡部　　　務

（名古屋北）

クラブの例会について AL 次期地区研修副委員長
古田　　嘉且

（江南）
 

 

有意義な例会にするには 

①なぜ入会したのか？ 

・断れない人から誘われた 

・人とのコミュニケーションをする事が好き 

・礼儀正しく時間を守るようになるから 

・社会的に有名な人と話しができる 

入会から 1～2 年目で最初のイメージと違ってくる 

 

原因 

クラブ側  
・話しかけられない 

     ・組織、委員会など説明がない 

      ・判りにくい 

自 分 側  

  ・なかなか例会に出席できない 

・自分から積極的に役割をする気にならない 

 

子供扱い、新人扱い 

⇒ロータリーの知識はないが、社会では立派な経営
者であることを認める 

 

 

②ロータリアンの 3 つの義務 

 1.会費の納入 

 2.例会出席 

 3.ロータリーの友を購読する事 

③ロータリーの目的は？ 

 意義のある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことである 

リスペクト 
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④目標を立てましょう（例） 

 ・例会の 100％出席 

 ・委員会活動に積極的に参加する 

・外部への支援事業に積極的に参加する 

 ・友人を作る 

 など～ 

⑤会員増強 

 ・クラブ自体を強くする事 

 ・単に人を集める事ではない 

  強くする事とは 

 ・人とのつながりを強くする（人との絆） 

 ・個人の向上 

⇒例会の向上 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 3 分科会 加藤浩一 次期幹事 

テーマ：次年度公共イメージ向上委員会（委員長）の役割 

 

先ずはじめに、地区公共イメージ向上委員会の山口

委員長より、「次年度公共イメージ向上委員会の役割」

というテーマでお話をいただきました。現在の地区公

共イメージ向上委員会は、地区広報委員会と地区 IT 委

員会が一緒になったもので、ロータリーの公共イメー

ジ向上の土壌をつくる役割を担っているということで

した。本会議で第 2 ゾーンロータリー公共イメージコ

ーディネイターの柳生様からのお話もあったように、

ロータリーにおける公共イメージの向上は大変重要な

事であるということです。ロータリーは意義のある活

動をしていても、あまり一般の方には認知されていま

せん。このことが非常に残念な事であります。ロータ

リーの認知度のアンケートを一般の方々に取ってみま

すと、知っているが 60％、知らないが 40％、そして

その知っているの中でも 3 分の 2 が、ただ名前だけを

聞いたことがある、です。認知度の向上は、会員増強

につながり、会員増強はクラブの活性化につながりま

す。認知度の向上はこうした大変重要なものでありま

すので、まずは会員の皆様もしくは各々のクラブには、

一般の方々にロータリーを知っていただくために、広

報をしていただきたいということです。 

広報の方法としましては、テレビ局・ラジオ局・新

聞雑誌社などのマスメディアを使うことや地区や自ク

ラブのホームページやフェイスブックなどの SNS を

使うことなどが挙げられます。どうぞ皆様、広報活動

を行ってくださいと何度もおっしゃっていました。最

後にお願いとしまして、9 月 2 日月曜日 16 時より地区

公共イメージ向上委員会がございます。年 1 回だけで

すので各クラブの委員長はぜひとも参加してください。

ということでした。 

次に堀尾副委員長より、積極的なマスコミの活用法

についてお話をいただきました。これもほぼ先ほどの

山口委員長と同じことでしたが、ロータリーを知って

いただく事、そして日頃よりマスコミと連絡を取るこ

とを勧めていました。特にマスメディアに取り上げて

もらうためマスコミに情報提供をするパブリシティー

活動が重要であると述べておりました。その他マイロ

ータリーも活用してくださいとのことでした。 

マイロータリーにつきましては桐渕副委員長からも

お話があり、マイロータリーは、ロータリー活動だけ

でなく、趣味や職業などについても共有できることが

ありますのでぜひ登録をとのことでした。2760 地区ク

ラブ別のマイロータリーの登録状況のデータを見せて

もらいましたが、犬山ロータリークラブは 85 クラブ中

おしりから 15 番目くらいのところにいました。 

最後に稲熊委員より、次年度地区ホームページとア

プリについてお話がありました。地区ホームページは

現在リニューアル中です。わかりやすく使いやすいも

のにするとのこと。現在では PC よりもモバイルから

のアクセスが多くなってきているので早急にモバイル

対応を進めるとのこと。地区アプリケーションは、地

区からの情報をスムーズに伝達することを目的に、地

区の行事予定、カバナーメッセージ、例会場案内など

の情報をダイレクトに見られるようにアプリを作成中

とのことです。そして伊藤ガバナーエレクトの指示の

下、地区事務連携システムの構築を行うとのことです。

これは、D.C.S(District Connecting System)と言って、

今までの各クラブの出席率や月次報告の面倒なエクセ

ル入力から大幅な効率化を図るものであるそうです。 

以上で報告終わります。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 4 分科会 鈴木一成 次期国際奉仕委員長 

テーマ：社会奉仕活動のヒントを見つけよう 

国際奉仕を楽しみ、世界とコネクト 

 

地区研修・協議会第 4 分科会の国際奉仕部門では、

「国際奉仕を楽しみ、世界とコネクト」というテーマ

で開催されました。冒頭でリーダーの木村次期地区国

際奉仕委員長より活動方針の発表があり、アシスタン

トリーダーの伊藤次期ガバナー補佐よりご挨拶があり

ました。その後、名古屋大須ロータリークラブ前国際

委員長よりグローバル補助金を用いた国際奉仕事業の

事例発表がありました。名古屋大須ロータリークラブ

では、台湾の桃園市復興区の桃園国際空港からひたす

ら山道を登ったところにある人口 700 人ぐらいの山岳

民族が住む部落に、水質改善のための濾過システムを

設置する事業を行いました。当初はシャープが台湾の

企業に買収されるくらいの経済発展が著しい台湾に、
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果たして補助事業が必要なのか議論がありましたが、

現地視察の結果、必要と判断しました。この部落の飲

料水は山奥の表面水を使用しており大腸菌や野外生物

の糞、動物の死骸などが含まれた山水を使用していた

ので、この事業を行ったことで有害な物質を除去した

体に良いミネラル物質を含んだ水を原住民に提供でき

たと言うことでした。総額 64,900 ドルの事業をグロー

バル補助金を使用して行いました。ダイレクトデザイ

ネイテッドファンド（DDF）、ワールドファンド 

（FD）より半額ずつの補助を受けクラブの持ち出しは

0 円でした。 

次に国際奉仕事業実施国の情報が報告されました。

グローバル補助金の事業の重点分野として①平和と紛

争予防／紛争解決②疾病予防と治療③水と衛生、先ほ

どの台湾の事業はこれに当たります。④母子の健康⑤

基本的教育と識字率向上⑥経済と地域社会の発展、の

6 つの項目のいずれかに該当していなければならず、

なおかつ持続可能であることが条件となります。フィ

リピンでの母乳バンクの設置、調理師技術の訓練、井

戸の設置、浄水器の設置。タイでの医療機器の設置な

ど様々国での補助金事業の紹介がありました。 

最後に、財団への寄付が 3 年経過すると各地区に活

動資金として半分戻ってきます。2760 地区では年間 

8,000 万円くらい寄付しますので 4,000 万円戻ってき

て、そのうちの半分の 2,000 万円がグローバル補助金

として使用できる金額で、使わない限り口座に残って

いくそうです。世界でもグローバル補助金の使われ方

が少なく、特に日本では使われ方が少ないので積極的

に使ってほしいとのことでした。まだまだ世界にはこ

のグローバル補助金を求めている人や国がたくさんあ

ります。そんなパートナーを紹介することもできます

ので、ぜひ挑戦して頂きたいとのお願いがありました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 5 分科会 安田一生 次期職業奉仕委員長 
テーマ：ロータリーの「職業奉仕」について 

 

次年度職業奉仕委員会委員長を仰せつかりました安

田一生です。過日行われました地区研修・協議会 第 

5 分科会の報告をさせて頂きます。 

第 5 分科会はロータリーの「職業奉仕」についてと

いうテーマでした。流れとしましては鋤柄（スキガラ）

次期地区職業奉仕委員長の挨拶後、パネルディスカッ

ション、グループディスカッションでしたが、内容は

「職業奉仕とは何か」また「各クラブでの職業奉仕委

員会の具体的な活動」について話し合われました。 

私は次年度職業奉仕委員会委員長を務めさせていた

だきますが、「職業奉仕はわかりにくいというのが率

直な感想でした。ロータリークラブは「クラブ奉仕」

「社会奉仕」「国際奉仕」「青少年奉仕」そして「職

業奉仕」がございます。「職業奉仕」以外の奉仕はな

んとなくわかります。「クラブに対しての奉仕」「地

域社会に対しての奉仕」「国際社会に対しての奉仕」

「青少年に対しての奉仕」です。今回、分科会で「職

業奉仕とは何か」とディスカッションがなされたのは

恐らく私のような方がお見えなのだろうと感じました。

私が今回学んだことは職業奉仕とは他の奉仕とちょっ

と違って、何かのために奉仕するのではなく、「奉仕

の心」「高潔な精神」を持って職業を営むことが職業

奉仕だということです。そして職業奉仕を幹として他

の奉仕ができるということでした。 

またクラブでの職業奉仕委員会の活動についてです

が、各クラブ悩みが多いようです。大体のクラブが会

社訪問です。変わったところで「取引先を例会に呼ぶ」

「会社の出来事を 3 分間スピーチしてもらう」などで

した。クラブでの職業奉仕委員会の活動については難

しいことですが、考える必要があるかもしれません。 

最後になりますが、職業奉仕という難しいテーマに

向き合いながら、少しでも皆様の職業の為になるよう

次年度委員長を務めさせていただきますので、宜しく

お願い致します。以上で報告とさせていただきます。

ありがとうございました。

 
○春の交通安全県民運動 

5 月 16 日（木）午前 9 時 30 分より春の交通安全県

民運動の一環として「シートベルト・チャイルドシー

ト全席着用関所」街頭啓発活動が、犬山市文化会館第

1 駐車場前にて実施され、13 名の方にご参加をいただ

きました。 

 

参加された皆様、大変お疲れさまでございました 


